
令和７年度 府中市立保育所自己評価チェックシート実施結果 

府中市立本町保育所                                                          【参考】公立保育所平均値 

自己評価項目 はい いいえ 特記事項  はい いいえ 

1 人権尊重 100% 0% 
子どもたち一人ひとりの人権に配慮した対応を心掛け、個性を大切に
している。職員同士も声を掛け合い、日々の保育を振り返る時間を共
有している。 

 99.9% 0.1% 

2 説明責任 100% 0% 
保護者にはできるだけ声を掛け、信頼関係を築けるよう努めている。
また、わかりやすい説明を心掛け、保護者からの質問には丁寧に対応
することで、安心して相談できる雰囲気をづくりに努めている。 

 99.7% 0.3% 

3 情報保護 100% 0% 
職員全員で、研修を行っている。また、セキュリティインシデント等
の情報を職員全員に共有し、情報の保護に努めている。 

 99.8% 0.2% 

4 苦情解決 100% 0% 
気になることや提案など、匿名でも意見が伝えやすいようにしてい
る。また、保護者からの意見は、しっかりと受け止め、職員で話し合
い解決に向けて取り組んでいる。 

 99.8% 0.2% 

5 保育内容 100% 0% 
個々の個性や特性を理解した上で、考え方を肯定的に捉えられるよう
な保育を心掛けている。また、様々な年齢との交流を持ち、お互いに
刺激を受けられるよう、主体性を持った保育に取り組んでいる。 

 99.3% 0.7% 

6 小学校との連携 95.0% 5.0% 
近隣の小学校との交流を就学前の時期に行っている。現状は学校行事
には参加していないため、学校と連携を取りながら進めていきたい。 

 98.6% 1.4% 

7 健康支援 100% 0% 

子どもたちへの保健指導を充実させることで、怪我を少なくし、感染
症になりにくい体づくりに取り組んでいる。また、保護者には掲示等
で周知し、取組を共有している。このほかにも、心の育ちに対して柔
軟に対応し、心の健康にも配慮している。 

 99.2% 0.8% 

8 食育の推進 100% 0% 

給食室内の様子や、食事ができるまでの様子を写真に撮って掲示する
ほか、レシピの掲示等を積極的に行うことで、子どもたちの食に対す
る関心が日に日に高まってきたと感じる。また、給食室と保育室の連
携が密に取れており、子どもにとってより適切な食事形態や内容で提
供することができている。 

 99.8% 0.2% 

9 環境・衛生管理並びに安全管理 100% 0% 

各担当が看護師と連携を取りながら、子どもたちの体調や表情の変化
を把握し、何か変化を感じた際は、早急な対応を行っている。また、
感染症が発生した際は、保育所の現状の詳細を掲示し、注意する点等
をわかりやすくお知らせしている。 

 99.9% 0.1% 

10 災害への備え 100% 0% 

いつ起こるかわからない災害に備えて、避難訓練等をしっかりと実施
している。また、水害の避難訓練については、各クラスの状況を踏ま
えて、避難先となる美好保育所まで避難する訓練を実施したいと考え
ている。このほかには、保護者と一緒に行える訓練をどのように実施
していくかを課題として認識している。 

 99.7% 0.3% 



自己評価項目 はい いいえ 特記事項  はい いいえ 

11 子育て支援（保護者への支援） 99.0% 1.0% 
保護者が抱える子育ての悩み等の相談を受けるほか、年２回の懇談会
を通じて、保護者同士で話し合えるような機会を設けるなど、保護者
の思いに寄り添えるよう配慮している。 

 99.1% 0.9% 

12 子育て支援（地域等への支援） 96.0% 4.0% 
保育所の職員は、地域担当の職員と一緒に地域の親子との交流を行っ
ている。基幹保育所としての運営はまだ先だが、利用しやすい園庭、
ひろばであるよう、職員が同じ思いで取り組むことを心掛けている。 

 98.3% 1.7% 

13 要保護児童への対応 100% 0% 
日々の子どもたちの様子を把握し、変化があればすぐに対応してい
る。また、関連機関と連携しながら、子どもたちの安全が守れるよう
努めるとともに、個人情報の取扱いに十分留意して対応している。 

 99.8% 0.2% 

14 
特色ある教育と保育 

（特別な支援を要する子どもへの対応） 
99.0% 1.0% 

様々な特性を持った児童が増えており、個別対応が求められることも
多くなる中、できるだけ個々の児童に合った対応を心掛けている。ま
た、保育所全体で情報を共有して対応することを意識している。子ど
もにとって過ごしやすく、保護者にとっても安心して預けられる保育
所であるよう心掛けている。 

 99.9% 0.1% 

15 地域の実態に対応した保育事業 100% 0% 
児童発達支援センターとの交流を 3 回行い、子どもたちも自然に受け
入れることができている。今後もインクルーシブな保育ができるよう
取り組んでいきたい。 

 97.6% 2.4% 

16 研修 100% 0% 

様々な研修に職員が順番に参加している。研修内容は職場全体で共有
し、保育に活かしていけるようにしている。また、保育所内研修とし
て、職員全員が同じ研修を受け、それぞれが同じ思いで保育ができる
ようスキルアップを行っている。 

 98.8% 1.2% 

 

自己評価チェックシートを実施しての振り返り 

・保育内容については、午睡時間を短くする取組や、午睡に抵抗がある児童に対して配慮すること等を行ってきました。活動の時間が長くなることで、子どもた

ちが十分に遊び、子どもと職員が余裕をもって様々な活動に取り組めるようになってきました。また、今年度はクラス保育だけではなく、クラスを越え、幼児

３クラスの部屋を自由に行き来し、それぞれが好きな場所で遊ぶ取組や、３クラスの子どもたちが縦割りグループとなり活動する取組も進めてきました。まだ

改善する部分もありますが、子どもたちが他者を認め、お互いを思いやる気持ちが少しずつ芽生えてきたように感じています。今後も子どもたちが主体性をも

って活動できるよう、保育内容の検討を行っていきたいと考えています。 

・災害や非常時の対応について、今年度も様々な訓練を行い、地震や火事だけでなく、台風、水害、竜巻等を想定した訓練を定期的に行い、備えてきました。ま

た、１年に１回の児童引渡し訓練について、今年度は多くの保護者に参加していただけたことは、災害に対して関心が高いからではないかと思います。水害に

ついては、保護者と一緒に取り組む訓練を行っていないため、今後に向けて検討していきたいと考えています。災害はいつ起こるかわからないため、引き続き

子どもたちとともに取り組んでいきたいと思います。 


